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NPO法人ひと・まちねっとわーく ︓ 活動内容
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新しい体験活動が必要な理由
新型コロナウィルスの感染拡⼤等の影響により、⼦どもの体験活動の不⾜
学校における体験活動の減少により、
様々な影響が出ていると言われている

体験活動を、⼦どもの⾃主性や主体性を尊重するなどの⾒直し
旧態よりある、宿泊学習などの⾃然体験や
⽣活体験学習の在り⽅を、⾒直す必要性
があるとの現場の声

地域としての受け⼊れ側である⽔⼾市内の活性化
商店街や工場など、様々な場所で⼦どもた
ちが活動し、⼦どもたちの新たな認識ができ
る場を設定するなどにより、受け⼊れ側であ
る⽔⼾市内の意識変⾰のきっかけを作る 3



新しい体験活動とは①
現状の体験活動

・宿泊学習の活動計画は、教師が考えたものや施設で提供できるものが中心で⼦どもたちが
主体的に計画した活動が少ない

・活動は 「宿泊体験」、「⾃然体験」、「⽣活体験」が中心で「社会体験」などの活動は少な
い

・1泊2日の日程の中で、宿泊施設内の活動が中心
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新しい体験活動とは②
1泊2日の日程の中の1日の体験活動を、宿泊施設だけではなく、予め決めた⽔⼾市の「まちなか」にて実施。
⼦どもたちが選んだ体験の種類やコース、また移動⼿段なども⾃分たちで主体的に計画、実⾏する。

⽔⼾市の「まちなか」で実施する

計画段階より数人のグループを単位に活動し、新型コロナ対策にも配慮をする。
また、小グループにすることで受動的な参加ではなく、個々の能動的、積極的な機会を促す。

クラス単位ではなく、数人のグループ単位で⾏動する

⼦どもたちが⽔⼾市内で体験活動をするための種類や場所の選定等については、⼤人のサ
ポートチームが事前に関係機関と協議し、体験活動が可能な状況を設定する。
その後、「活動の⼿引き」を作成し、学校などはそれらを基に計画を進める。

市⺠等によるサポートチームを結成する

学校や団体の事情に鑑み、⼦どもたちが安全に活動できるように、活動時にも
サポートチームの体制を整える。

⼦どもたちが安全・安心に取り組める
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体験の種類
SDGｓの考えを基に、歴史・⽣活・文化・外国・防災・福祉・スポーツ・⾃然・創作・職業・芸
術・農業・環境・ＩＴなどが考えられるが、初年度はこの中からモデル的に選択して⾏う。



⽔⼾市との協働

⽔⼾市教育委員会
⽣涯学習課

⽔⼾市総合教育研究所
教育研究課

事務局
NPO法人ひと・まちねっとわーく

⽔⼾市内の地域・企業・学校・
団体・⾏政 等



活動発表

モデル事例
集作成

活動計画（令和5年度）

参加団体説明・協⼒依頼、 活動メニュー作成 次年度向け協⼒依頼等

令和5年度 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

活動団体（学校、
子ども会）

4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

モデル体験活動（小学校・中学校）

学校アンケート
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地域活動
（⽔⼾市）

準備活動（学校ごと都度）

モデル体験活動（⼦ども
会等） 活動発表

モデル事例
集作成



予算（収支計画書）
令和5年度 積算内訳 備考

収⼊
⽔⼾市補助⾦ 500,000
団体事業費 600,000 ⾃⼰資⾦
収入合計 1,100,000

支出
通信運搬費 39,000 切⼿代 390×100回分

印刷製本費 451,000 1980×100部=198,000（⼿引き）
2530×100部=253,000（事例集） ⽔⼾市負担

賃借料 80,000 1000×20回=20,000（会議室使⽤料）
1000×6台×10団体=60,000（wifiレンタル） ⼀部⽔⼾市負担

諸謝⾦ 480,000 1000×8時間×6人×10団体=480,000（引率者）

保険料 11,100 1850×6人（引率者年間分）

消耗品費 38,900 事務⽤品・体験活動⽤品等

支出合計 1,100,000

収支差額 0
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ご清聴
ありがとうございました
NPO法人 ひと・まちねっとわーく
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